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１．はじめに 

建築のファサードには、街を歩く人々にその建物の用途や業種を

伝えるインターフェース（メッセージの媒体）としての役割がある。

特に店舗においては開口の取り方や外壁の仕上げ、広告の出し方、

商品の街路へのあふれ出し等によって、その業種に特有の雰囲気が

作られていると考えられる。 

一見雑多な市街地においても、我々は単に看板等の文字情報によ

って店舗種別を同定している訳では無く、ある種の店舗に特徴的な

ファサードの構成自体が、店舗種別の認識に寄与していると考えら

れる。即ちファサードデザインのもつインターフェースとしての働

きを考えると、多様な店舗が多様なファサードをもつ中でも、同種

の店舗においては類似したファサード構成を持つことが想定される。

その関係を捉えることが、どういったファサード構成がどういった

メッセージを伝えているか、ファサードという物理的要素のもつ意

味の解明にもつながるものと考えられる。同時にそうしたファサー

ドは店舗の集積により街並みなどの集合体注１）を形成し、街の印象

や景観に大きな影響を与えるものでもある。本分析はこうした視点

から、特に「商店の業種」と「ファサード構成」の関係を捉えよう

とするものである。 

既往の研究成果としては、建築のファサードがもつインターフェ

ースとしての機能に着目し、識別法等の手法を用いて、寺院からオ

フィスビルまでの多様な建築を対象にした船越ら 2）の研究がある。

これは、ビルディングタイプとファサードデザインの関係を捉えた

ものとして重要な成果であるが、中心市街地で支配的な景観要素で

ある商店については触れられていない。また、商店街のあふれ出し

やそれがもたらす賑わいなど、店舗の構えに着目してそのファサー

ドタイプを類型化し、印象評価との関係まで捉えた研究として佐

藤・有馬ら 3)4）の成果がある。業種とファサードの関係を捉えた研

究として、本分析では佐藤らの成果を踏まえている。しかし、例え

ば同じ飲食店でも和食と洋食ではファサードが異なると予想される

が、衣料、青果、喫茶、美容、パチンコといった細かな店舗業種と

ファサードデザインの関係が市街地全域を対象とした十分なサンプ

ル数をもとに、定量的に把握されることは無かった。 

一方、近年開発されたグーグルマップとグーグルストリートビュ

ー注 2）によってファサード写真を細かな業種ごとに効率よく収集す

ることが可能となった。 

 

２．目  的 

本研究では、既往の研究成果を踏まえつつも、「店舗業種とファサ

ード構成の関係」に焦点を絞る。様々な業種とファサードデザイン

の関係を「開口率」や「あふれ出し」といったいくつかの指標から

統計的に調査し、指標ごとの相関分析や店舗ファサードの類型化を

通じて各業種のファサードの特徴を示すこと。また、異業種間の類

似性や差異を明らかにする中で、インターフェースとしてのファサ

ードデザインの役割について考察を加えること。さらに、グーグル

ストリートビューというサービスを街路研究に活用・試行した成果

を報告することを目的としている。 

 

３．調査方法 

3-1.調査項目 

ファサード構成の調査項目は、「開口（窓等）」「外壁」「広告」「そ

の他（商品のあふれ出し等）」というファサードを構成する要素に関
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するものであり、具体的には、開口率（ファサードタイプ）やガラ

ス種類、壁面のテクスチャや色、広告の種類やあふれ出し・植栽等

の有無である注 3）（図 1）。図２では各広告種類や、ファサードの分

離注 4）、あふれ出しを模式図で示している。一方、窓の形状や看板の

字体といった造形的な特徴については、今回の定量的分析では捉え

にくいため、取り上げていない。 

開口率は図 1 に示すように「開口率（％）＝A（ガラス開口面積）

／B（主要階壁面積注 5））×100」により求め、全面的に開放されたも

のを「open」、ガラス等があり開口率 80％以上のものを「all」、50

～80％を「half」、50％以下を「part」、開口の無いものを「close」

と定義した注 6）。以上の各項目を計測・同定するためのファサード写

真を得るためにグーグル社の「グーグルストリートビュー」を用い

た。 

また、店舗ファサードと立地の関係を捉えるため、店舗の前面道

路の幅員も調査対象とした。 

3-2.調査対象地区と業種 

調査対象地は、西に名古屋駅、東に千種駅、北に名古屋城、南に

商店街が複合する大須地区を含む東西 6km×南北 4km の範囲を設定

した（図３）。この範囲は名古屋市の中心市街地と言える場所であり、

図４に示す事業所の集積状況をその根拠とした。対象地区の中心点

（錦 3 丁目 7 番南西交差点）から各業種とも 50 件の写真を得るまで

調査範囲を広げる方法をとった。 

対象業種は、対象地区内で 20 件以上のファサード写真が得られた

22 業種とした（表１）。ここで、各店舗の探索、店舗種別と立地の

特定のために「グーグルマップ」を使用した。なお、ストリートビ

ューの写りが悪くテクスチャ等を把握できないもの、街路樹等の障

害物があるもの、店舗ファサードが道路に面していないもの、ファ

サードと店舗の対応が分からないものは除外した注 7）。また、主に 1

階店舗を対象としたが、1 階に見られない業種についてはグーグル

ストリートビューで認識できる限界として、3 階までの店舗を対象

とした。調査期間は、2009 年 10 月から 12 月であった。 

 

図 2 広告種類やあふれ出しの模式図 

図 3 調査対象地区とファサード写真取得範囲の大小 図 4 対象地区周辺の小売業事業所数 

図１ 調査項目 
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４．調査結果 

調査によって、計 840 件のサンプルとともに、そのファサード構

成を採取できた。以下、業種ごとに結果を示す。 

4-1.開口率及びファサードタイプ 

表１より開口率の全体平均は 39％であり、乗用車販売店で 68％、

電化製品店で 55％、銀行、美容院で 50％と特に高い割合を示した。

一方で飲食店舗の開口率は全体に低く、飲食店平均で 21％と全体平

均を大きく下回っている。開口が「開放」されているかという側面

を考慮した「ファサードタイプ」としては小売店舗にのみ open タイ

プが見られ、青果販売店舗の 57 %を占めている。閉鎖的な part タ

イプと close タイプは、飲食店舗に占める割合が高い注 8）。 

4-2.広告の種類と壁面テクスチャなど 

広告の種類や壁面テクスチャ、あふれ出し等の業種ごとの傾向を

表２に示す。壁面・ランマ看板、袖・ポール看板はすべての業種に

おいて見られた。ポスターも多くの店舗業種に見られるが、特にサ

ービス業のパチンコ店で 66％、銀行で 77％、旅行代理店で 75％と

高い割合を示している。のぼりはパチンコ店で 72％のほか、不動産

屋、薬局、乗用車販売店においてよく見られ、テントシートは青果

店で 77％と最もよく見られるほか、小売店と飲食店に多く、美容院

においても 25％とほかのサービス店舗と比較して高い値を示して

いる。 

壁面を木材で仕上げた店舗は貴金属店で 81％のほか、和食系飲食

店でかなり高くなっている。壁面に複数の色彩を用いる「混色」の

割合はパチンコ、電化製品、貴金属店で特徴的に高くなっているほ

か、飲食店で無彩色の壁面が多く、遊興飲食や洋食店で当該店舗部

分のみ周辺と異なる仕上げ材を用いる「分離」の割合が高い。 

4-3. あふれ出し要素（物品/のぼり/立て看板/植栽） 

表２より、植栽は遊興飲食以外の飲食店において高い割合を示し

た。物品のあふれ出しは、青果店で 83％と極めて高いほか、書籍販

売店の割合が高くなっている。サービス店舗では、不動産及び旅行

代理店にパンフレット等のあふれ出しが見られた。あふれ出し要素

全体としては、飲食店、不動産業店、及びパチンコ店において高い

比率を示した。 

4-4.前面道路幅員 

乗用車販売、パチンコ店、銀行の 7 割以上が大通りに立地してい

る。逆に、青果店で 8％、そば・うどんなどの和食系飲食店で 13％

～17％、診療所で 15％のみが大道り立地であり、これらの業種は細

い通りに立地する傾向にあった。（表２右端）。 

 

表 1 開口率とファサードタイプ 

表 2 業種ごとのファサード構成の傾向（％） 
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５．相関分析と考察 

以上の調査結果から、「あふれ出し」「道路幅員」「開口率」の各指

標が、店舗ファサードの特徴を把握する上で有効であることが分か

ったが、これらの指標は相互に影響しあう関係にあることも想像さ

れたため、この相関関係を分析した。 

5-1.あふれ出し要素と道路幅員の関係 

全体的に大通り立地とあふれ出し要素の有無には負の相関があり、

前面道路が細い店舗にあふれ出しが多くみられる。ただし、パチン

コ店及び乗用車販売店は大通りに立地しつつも、のぼりなどのあふ

れ出し要素が多い傾向にある（図５)。 

細街路の前者は主に徒歩利用者を想定した物品や植栽のあふれ出

しであり、大通りの後者は車での利用者に対しのぼりなどでアピー

ルする典型であると考えられる。 
5-2.平均開口率と道路幅員の関係 

飲食店、青果店はともに大通りにはあまり立地しないが、前者は

開口率が低く後者は高いという特徴がある。逆に乗用車販売店及び

銀行は大通りに立地し、かつ開口率も大きい一方、パチンコ店は大

通り立地であり開口率の低い閉鎖的ファサードを持つ（図６）。 

細街路での閉鎖的ファサードは飲食店、細街路での開放的ファサ

ードは青果店や電化製品店というふうに、飲食・物販という業態の

違いが大きく現れたと言え、こうした明快な違いは興味深い。 
5-3.平均開口率とあふれ出し要素の関係 

全体として、あふれ出しが大きい業種は、逆に開口率が小さいと

いう傾向が見られ、飲食店舗及びパチンコ店がその特徴をよく示し

ている。一方で小売店舗のうち、乗用車販売店、青果店等は、開口

率が高いと同時にあふれ出しも多く、飲食店等とは異なる傾向を示

している（図７）。 

閉鎖的に街路と内部を分断しつつも、店先に植栽を置くのが飲食

店の特徴と言えるが、喫茶についてはオープンな傾向もある。また、

消費者金融や麻雀店は 2 階以上に多いため、あふれ出しが少なく開

口率が中程度という特徴を示していると考えられる。 

 

６．ファサードの類型化と考察 

以上から、飲食店（特に和食系）の開口率の低さなど、業態に関

連したファサードの特徴とともに、パチンコ・薬品・不動産店の「の

ぼり」など異業種での類似性も明らかになってきたため、次に、そ

れら各業種のファサードの類型化を行った。 

全 22 業種のファサードを対象にしたクラスター分析（ウォード

法/平方ユークリッド距離）の結果を図８に示す。なお、分析に使用

したデータは図1 の道路幅員を除く6 アイテム36 カテゴリーであ

る。図８より、まず、融合距離 20 において C1～ C8 と C9、C10 の

2 つに分かれ、これは開口率の差によるものであると考えられる。

次に、融合距離 15 の段階において 3 類型（A,B,C）に区分された。

この３類型は、各指標の特徴を図９に示すとともに、それを踏まえ

て作成したモデル図を図８中に示している。次に融合距離 10 で 5 

つのクラスターに類型化され、ここで、パチンコ店及び貴金属店が

それぞれ独立したクラスターを形成することがわかる。さらに、融

合距離 5.5 で C1 ～ C10 の 10 クラスターに分類される。ここで同

クラスターに分類された業種はかなり類似したファサードを持つと

考えられるが、この各クラスターの概要は表３に示している。 

以下、融合距離 15 で得られた 3 類型（A,B,C）を中心に考察し、

図 8 クラスター分析の結果 

図 5 あふれ出し要素と道路幅員の関係  図 6 平均開口率と道路幅員の関係     図 7 平均開口率とあふれ出し要素の関係 
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その類型内の各クラスターについても考察を加える。 

6-1. A「あふれ出し型」（衣料/ 食料品/ 喫茶/ 青果/ 等） 

平均開口率は 38％であり、part の割合が高い。広告の存在率も

高く、あふれ出し要素、ポスター広告において高い比率を示してい

る。色彩においても 2 色以上の色が見られる「混色」が多く、賑や

かなファサードをとる傾向にあるといえる。 

中でも、C1 クラスターには、衣料、家具、書籍等、異なる業種が

含まれるが、あふれ出しとテントシートの割合が高いという共通性

を持つことが分かった（図 10）。こうした、具体的な「物」を販売

する小売業態のファサードにこれらの共通点があり、この特徴は、

そうした物販店であるという情報を伝えるインターフェースとして

働いていると捉えることができよう。すなわち、この賑わいのある

ファサード自体が、上記のような物販店であることを伝える役割を

担っていると考えられる。 

6-2. B「シンプル・開放型」（美容院/ 診療所/ 銀行/ 等） 

平均開口率 50％と、各クラスターの中で最大である。また、のぼ

りや立て看板などの設置割合が低く、開放的ですっきりとしたファ

サードをとる傾向にあるといえる。 

中でも、C6 クラスターの美容院と診療所は、業種として全く異な

るものの極めて類似したファサードと言える。これは、いずれも清

潔感を求める業種であるとともに、個別の客と一対一対応でサービ

スする業種であり、待合室をもつ場合が多いなど、その接客スタイ

ルの類似性によるとも考えられる。業種よりも、そうした接客スタ

イルがファサードに現われてくると考えられる点は興味深い。 

6-3. C「分離・閉鎖型」（そばうどん/ 高級和食/ 貴金属/ 等） 

平均開口率が 24％と最小であり、part、close の割合が高い。開

口の種類がルーバーであるものが多く、閉鎖的なファサードをとる

傾向にある。また、「分離」の比率が高いことから、例えばコンクリ

ート打ち放しの建物の当該店舗部分のみ木製の板壁が貼られるなど、

建物から独立したファサードをとる傾向にあるといえる。 

特に C9 クラスターにはそばうどんや、高級和食等が含まれ、遊興

飲食店とともに閉鎖的ファサードを構成している一方、喫茶や洋食

はＡタイプ（Ｃ３クラスター）となっており、ファサードデザイン

における和洋の対比が見て取れる。喫茶や洋食では壁面が木材であ

る割合が 1 割程度、和食店では 7 割と、壁面テクスチャの違いが「和

/洋」の違いを伝えるものと捉えられる。 

 
7. 結   言 

開口率や広告の種類、壁面テクスチャやあふれ出しといった指標

から、業種ごとの特徴が明らかになり、飲食店の開口率の低さ、パ

チンコ・薬品・不動産店の「のぼり」など、業態に関連したファサ

ードの特徴とともに、異業種での類似性も明らかになった。こうし

た統計的分析を踏まえて、6 章での 3 類型のように、あふれ出しに

よって歩行者に働きかけたり、大開口によって内部の視認性を高め

たり、閉鎖的にして内部の独立性を確保するといったファサード構

成の型と、業種や接客スタイル、和洋や清潔感といった店舗業態の

特徴との関係が明らかになったことは、ファサードという物理的要

素のもつ特徴的な構成が、歩行者に対し特定のメッセージを伝えて

いる点を裏付ける結果であろう。以上から、各業種の業態とその内

容を伝えるインターフェースとしてのファサードの役割の一端を明

らかにできたと言える。 

ただし、こうした商店ファサードの構成の特徴が、実際にその業

態を伝えるインターフェースとしてどう働いているか注 9）、またその

集積がどういった印象を与えうるか等は、被験者実験等により検証

する必要があるだろう。 

また、グーグルマップとグーグルストリートビューの併用による

街路研究への活用可能性が把握されたが、一方、画質の悪さ・障害

物等による活用の限界についても知見を得ることができた。グーグ

ルストリートビューは世界中でエリアが拡大されつつあるため、国

際的な都市間比較などの分析につなげていくことで、グーグルスト

リートビューを用いた研究の意義がより示されるものと考えられる。 

 

注 

注1） 街の広がりの中で、類似したファサードを持つ建築群は、あるまとまり

をもつ「集合体」として捉えられ、街の印象に影響を与える。「街路型」

の集合体だけでなく、「一帯型」の集合体もあり、ある一帯に同種の店

舗が散在することでも街の印象に影響を与える 1）。 

注2） ストリートビュー（street view）はグーグル（google）社がインター

ネットを通じて提供している、町並みを 360 度のパノラマ写真で見る

ことのできるサービスであり、対象エリアの調査は 2007 年に行われ、

2009 年にサービスを開始した。世界中で順次サービスエリアを拡大し

ている。ストリートビューは、商店の検索と立地特定が行える地図情報

サービス、グーグルマップと連動しており、立地の特定にはウェブ情報

の他ゼンリン電子住宅地図も用いた。 

注3） こうした看板等による二次輪郭線が日本の街路景観で支配的であることは芦

原5）に指摘されている。 

表 3 各クラスターの特徴（C1~C10）

図 9 クラスターABC のファサード構成の特徴 

図 10 クラスターC1 の典型例（あふれ出し＋テントシート） 
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注4） 「分離」とは、RC 打放しの建築に、その店舗のファサード部分のみ木材で仕

上げてある場合のように、周囲と仕上げ材を分離したファサードを示す。 

注5） 当該店舗が複数階を占めていた場合に、その店舗の主要な階（主として1階）

を開口率算定のための壁面とした。 

注6） 調査項目や「open / all / part / close」といったファサードタイプの分類

については、研究成果の蓄積を重視し、佐藤ら3）の研究を参照している。 

注7） 特に、いわゆる雑居ビルにある店舗にファサードと店舗の対応が把握しにくも

のが多く、除外している。サンプルとして採用したファサードは全体の 28％

であった。 

注8） 食品業にopenタイプ、服飾業にallタイプ、飲食業にcloseタイプがそれぞ

れ多いことは佐藤・有松らの研究や、濱崎ら 6）の研究でも明らかになってい

るが、本研究では、業種を詳細にみると差異があることを指摘している。例

えば食品業に多いopenタイプは主に青果店の特徴と言える。 

注9） 佐藤らによる印象評価の研究、小坂ら7）によるファサードの「入りやすさ」の

研究などを参考にしつつ、研究を展開することが今後の課題である。 
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